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（引用等の表記方法について） 

 

・ 『 』  書名に用いる。 

・ 「 」  引用箇所を示す。引用文中で重ねて用いることもある（例：「何某

は「然り」と言った」）。 

・ ［ ］  引用文中では筆者の挿入箇所に用いる。ただし，文献表記で数字と

ともに用いる場合は，その初版の出版年を表す（例：○○2010［1990］）。 

・ ···  引用の部分省略を示す（例：「近代国家···の変化」）。 

・ 欧語の斜字体  外国文献（原書）の書名に用いる。ただしまれに原文の強調

を示すこともあるが，その場合は添え書きする（例：policy（強調原文））。 

・ 欧語文献の著者名は，本文中ではカタカナで表記するが，脚注では原則として

原語表記のみとする。 

・ 図表は，編集作業の都合で章末にまとめる。 

 

  


